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令和元年度９月補正予算案 

Ⅰ 規 模 

一 般 会 計 ５億２，８８６万円 

 （債務負担行為   ７億円） 

特 別 会 計 ９億３，５３６万円 

企 業 会 計 ２，０００万円 

総       額 １４億８，４２２万円 

 （債務負担行為   ７億円） 

Ⅱ 補正予算案の概要

１ 一般会計補正予算案 ５億２，８８６万円 

（１）政策的経費等 １億８，８７２万円 

ア 宿泊税導入準備事業 ８，０００万円 

令和２年度から「宿泊税」を賦課徴収するために必要となるシステム構築、宿泊事

業者等への説明、周知等に要する経費。 

イ 交通安全施設等緊急対策事業 ６，８００万円 

５月８日に発生した大津市での事故を受け、緊急的に実施した調査にて抽出された

危険箇所における、防護柵や車止めなど交通安全施設等の緊急整備に要する経費。 

ウ 旧八幡病院土壌汚染状況調査実施事業 ２，０００万円 

旧八幡病院の迅速な跡地利用の検討に必要となる土壌汚染状況調査に要する経費

（病院事業会計への繰出金）。 

エ 市道北方１号線街路樹倒壊事故による損害賠償金 ２，０７２万円 

平成３０年５月３日に発生した街路樹の倒壊に伴う被害者への賠償金支払いに要す

る経費。 

オ 街路事業（汐井町牧山海岸線） （債務負担行為 ７億円） 

汐井町牧山海岸線の整備において、着工後に判明した事由により、事業費が増額と

なったことによる債務負担行為の設定。 



２ 

（２）国の追加内示等 ３億４，０１４万円 

ア 社会福祉施設等施設整備事業 1 億９，５８７万円 

障害福祉施設の建て替えに係る補助に要する経費。 

イ 民間老人福祉施設整備補助事業 ９，１３６万円 

民間の高齢者施設等の施設整備に係る補助に要する経費。 

ウ 荒廃森林整備事業 ５，２９１万円 

水源かん養、防災など、本来森林が持つ公益的機能が発揮できなくなる恐れのある

荒廃森林の整備に要する経費。 

２ 特別会計補正予算案 ９億３，５３６万円 

（１）介護保険特別会計 ９億３，５３６万円 

平成３０年度決算に伴う国・県への返還金及び介護給付準備基金への積立金に要す

る経費。 

３ 企業会計補正予算案 ２，０００万円 

（１）病院事業会計 ２，０００万円 

旧八幡病院の迅速な跡地利用の検討に必要となる土壌汚染状況調査に要する経費。 

４ 繰越明許費 １２億７，０００万円 


